
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（令和元年度決算）
奈良県国保中央病院組合　国保中央病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 非設置 220

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 11 対象 ド 透 訓 救 臨 輪 - - 220

- 年度 - 年度 - 年度

220

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 12,249 非該当 １０：１ 220 -

Ⅰ 地域において担っている役割
地域の中核病院として急性期医療や小児を含め
た救急疾患に対応しております。また、独立型
の緩和ケア病棟も有しています。さらに地域包
括ケアシステムの構築に向けて、地域の高齢者
等の在宅患者が肺炎や骨折など、急変時の緊急
入院に対応するための地域包括ケア病棟50床を
運用しており、また、令和2年4月から訪問看護
ステーションを開設し、地域の面倒みの良い病
院を目指しております。

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27 H28 H29 H30

当該値 106.7 102.7 99.6 99.6 96.3当該値 112.0 108.3 105.4 105.9 102.9 当該値 70.4 67.0 68.2 66.6 62.2当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均値 86.2 85.7 85.9 86.0 86.0平均値 96.6 96.2 97.2 97.5 96.9 平均値 69.8 71.2 73.0 72.1 72.9平均値 81.6 84.7 86.8 90.8 81.9

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

●経常収支で過去5年間、黒字を確保しており、
平成5年の開院以来累積していた欠損金も平成27
年度に解消し現在に至ります。
●本院は診療科が比較的少なく、医師数も近年
減少傾向にあることから病床利用率は低目で、
また、年度ごとの跛行性がみられます。令和元
年度の病床利用率の低下については、内科主任
部長の異動に伴うものや年度末の新型コロナウ
イス感染症の影響による受診抑制によるものと
考えらえられます。
●さらに診療科の特性により、類似病院と比較
して入院患者の診療単価が低目であるが、その
一方材料費の医業収益に対する割合も低くなっ
ています。また職員給与費の割合比率が高く、
経常収支・医業収支比率が縮小傾向にありま
す。

2. 老朽化の状況について

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H30 R01 施設の老朽化が進み、また、医療用備品につい
ても耐用年数を超過して使用しているものが多
く、有形固定資産減価償却率、機械備品減価償
却率も類似病院を上回りつつあり、また、1床当
たり有形固定資産については診療科の特徴もあ
り高額な医療機器が少ないため類似病院を下
回っている状況となります。

R01 H27 H28 H29

15.4 13.8 13.7 13.4 13.368.8 当該値39,750 当該値

H29 H30H28 H29 H30 R01 H27 H28

平均値 45,085 44,825 45,494 47,924

57.7 61.0 63.5 65.011,863 11,716 11,452 11,788 11,837 当該値

11,881 12,023 12,309 12,502

当該値 41,322 40,127 39,741 39,972

20.5

2. 老朽化の状況

全体総括

地域の急性期医療、救急疾患に対応しつつ、急
性期を経過したリハビリを要する回復期の患者
や緊急入院を要する在宅患者を受け入れる地域
包括ケア病棟を開設しており、地域の中核病院
としての役割を担っております。また令和2年4
月からは、訪問看護ステーションを開設し、地
域包括ケアシステムの構築に、より一層貢献で
きると考えております。
経営状況については、近年黒字を確保し累積欠
損金も解消したことから、病床利用率はやや低
いがコンパクトな規模で効率的に運営できてお
ります。
減価償却率が高くなってきており老朽化が進ん
できているので、現在、施設、機械備品を計画
的に更新しているところです。

H27 H28 H29 H30 R01 H27

59.9 平均値 22.0 20.9 20.7 20.612,970 平均値 58.3 59.7 59.0 59.448,807 平均値

H29 H30 R01

当該値 50.3 53.2 55.8 58.0 58.5 当該値

H28 H29 H30 R01 H27 H28

32,227,891 32,335,105 32,552,914 32,955,523 32,711,31885.5 当該値

平均値 48.1 44.7 46.9 48.6

73.4 78.8 83.8 88.0

44,436,82772.6 平均値 39,301,664 41,260,555 41,975,086 43,785,07050.8 平均値 66.5 64.2 67.3 70.1
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④病床利用率(％) 
【74.7】 
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③累積欠損金比率(％) 
【59.6】 
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②医業収支比率(％) 
【89.5】 
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①経常収支比率(％) 
【98.2】 
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①有形固定資産減価償却率(％) 
【53.5】 
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②器械備品減価償却率(％) 
【70.0】 
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③１床当たり有形固定資産(円) 
【48,132,898】 
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⑧材料費対医業収益比率(％) 
【25.0】 
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⑦職員給与費対医業収益比率(％) 
【54.6】 
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円) 
【15,586】 
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円) 
【53,621】 


